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Ⅰ 取得固定資産価額の算定に係る比率

１．取付費比率

2017年度に完了した工事について下記の固定資産区分毎に把握した工事費における、平均的な物品費と取付費の割合。

区分 調査数
①物品費

（千円/工事）
②直接工事費
（千円/工事）

③取付費（②-①）
（千円/工事）

取付費比率（③/①）

交換機械設備 636 2,209 2,799 590 0.267

電力設備 425 5,722 10,891 5,169 0.903

伝送機械設備 1,070 6,688 7,756 1,068 0.160

無線機械設備 1 451 895 444 0.984

２．諸掛費比率

　①土地及び通信用建物

2017年度決算の設備投資勘定の建物建設費における、直接工事費に対する間接工事費の割合。

土地及び通信用建物に適用する諸掛費比率  ＝  

  

　②土地及び通信用建物以外

2017年度決算の設備投資勘定の通信網設備費における、直接工事費に対する間接工事費の割合。

土地及び通信用建物以外に適用する諸掛費比率  ＝  

３．共通割掛費比率

2017年度決算の設備投資勘定の通信網設備費に対する試験研究設備費（ユーザ系試験研究及び純粋基礎研究相当を除く）と社内システム

開発費の合計の割合。

共通割掛費比率 ＝

諸掛費比率 ＝
建物建設費中の間接工事費

建物建設費中の直接工事費
＝

2,326百万円

29,730百万円
＝ 0.078

0.078

0.008

諸掛費比率 ＝
通信網設備費中の間接工事費

通信網設備費中の直接工事費
＝

1,454百万円

183,087百万円
＝ 0.008

共通割掛費比率 ＝
試験研究設備費＋社内システム開発費

通信網設備費
＝

16,837百万円

184,541百万円
＝ 0.091

0.091
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Ⅱ 年額料金の算定に係る比率

１．設備管理運営費比率

端末回線伝送機能

①取得固定資産（回線管理運営機能除く） 6,964,455 設備区分別固定資産明細表より（建物・構築物・土地・建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費（回線管理運営機能除く） 282,028 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費（回線管理運営機能除く） 68,198 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費（回線管理運営機能除く） 17,433 設備区分別の費用明細表より

⑤指定設備管理運営費（減価償却費・回線管理運営機能除く） 213,830 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費・回線管理運営機能除く） 196,397 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費・回線管理運営機能除く） 0.031 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費・回線管理運営機能除く） 0.028 ⑥／①

端末系交換機能

①取得固定資産 1,051,244 設備区分別固定資産明細表より（建物・構築物・土地・建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 78,702 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 19,340 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 4,131 設備区分別の費用明細表より

⑤指定設備管理運営費（減価償却費除く） 59,362 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費除く） 55,231 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費除く） 0.056 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費除く） 0.053 ⑥／①

中継系交換機能

①取得固定資産 19,017 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 1,249 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 329 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 28 設備区分別の費用明細表より

⑤指定設備管理運営費（減価償却費除く） 920 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費除く） 892 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費除く） 0.048 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費除く） 0.047 ⑥／①

中継伝送機能

①取得固定資産 141,560 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 6,707 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 1,613 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 558 設備区分別の費用明細表より

⑤指定設備管理運営費（減価償却費除く） 5,094 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費除く） 4,536 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費除く） 0.036 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費除く） 0.032 ⑥／①

端末系交換設備～
端末系又は中継系

交換設備伝送路（音声）

（単位：百万円）

区                     分 備        考
端末系交換設備

（音声）

中継系交換設備
（音声）

区                     分 備        考

（単位：百万円）

区                     分 備        考

（単位：百万円）

（単位：百万円）

区                     分 備        考
端末系伝送路
（加入者回線）
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通信料対応設備合計

  （１）端末系交換設備（音声）

①取得固定資産 1,051,244 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 78,702 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 19,340 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 4,131 設備区分別の費用明細表より

  （２）端末系交換設備～端末系又は中継系交換設備伝送路（音声） （単位：百万円）

①取得固定資産 141,560 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 6,707 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 1,613 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 558 設備区分別の費用明細表より

  （３）中継系交換設備（音声）

①取得固定資産 19,017 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 1,249 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 329 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 28 設備区分別の費用明細表より

  （４）＝（１）＋（２）＋（３）

①取得固定資産 1,211,821

②指定設備管理運営費 86,658

（再掲）③減価償却費 21,282

（再掲）④固定資産除却費 4,717

⑤指定設備管理運営費（減価償却費除く） 65,376 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費除く） 60,659 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費除く） 0.054 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費除く） 0.050 ⑥／①

（１）②＋（２）②+（３）②

（１）③＋（２）③+（３）③

（１）④＋（２）④+（３）④

区                     分 備        考

（単位：百万円）

端末系交換設備～
端末系又は中継系

交換設備伝送路（音声）

中継系交換設備
（音声）

（１）①＋（２）①+（３）①

区                     分 備        考

（単位：百万円）

通信料対応設備
合計

（単位：百万円）

区                     分 備        考

区                     分 備        考

端末系交換設備
（音声）
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データ系設備合計

  （１）端末系交換設備（データ） （単位：百万円）

①取得固定資産 164,378 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 19,769 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 6,118 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 692 設備区分別の費用明細表より

  （２）端末系交換設備～端末系又は中継系交換設備伝送路（データ）

①取得固定資産 154,586 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 9,191 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 3,920 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 419 設備区分別の費用明細表より

  （３）中継系交換設備（データ）

①取得固定資産 12,945 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 1,681 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 550 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 61 設備区分別の費用明細表より

  （４）一般第一種指定設備

①取得固定資産 532,646 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 91,212 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 25,610 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 1,827 設備区分別の費用明細表より

  （５）＝（１）＋（２）＋（３）＋（４）

①取得固定資産 864,555 （１）①＋（２）①+（３）①＋（４）①

②指定設備管理運営費 121,853 （１）②＋（２）②+（３）②＋（４）②

（再掲）③減価償却費 36,198 （１）③＋（２）③+（３）③＋（４）③

（再掲）④固定資産除却費 2,999 （１）④＋（２）④+（３）④＋（４）④

⑤指定設備管理運営費（減価償却費除く） 85,655 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費除く） 82,656 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費除く） 0.099 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費除く） 0.096 ⑥／①

区                     分 備        考

（単位：百万円）

端末系交換設備
（データ）

区                     分

区                     分 備        考

（単位：百万円）

端末系交換設備～端末系又
は中継系交換設備伝送路

（データ）

区                     分 備        考

（単位：百万円）

データ系設備合計

中継系交換設備
（データ）

備        考一般第一種指定設備

（単位：百万円）

区                     分 備        考
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２．繰延資産比率、投資等比率、貯蔵品比率の算定

　 建設仮勘定及び投資等の指定設備管理部門の電気通信事業固定資産に対する割合並びに貯蔵品の電気通信事業固定資産に対する

割合

（１）指定設備管理部門の電気通信事業固定資産等の実績 （単位：百万円）

指定設備管理部門の電気通信事業固定資産 2,107,456 （Ａ）

指定設備管理部門における建設仮勘定※１ 16,621 （Ｂ）

指定設備管理部門の投資等（収益の見込まれないもの）※２ 2,253 （Ｃ）

※１　繰延資産は発生していないので無しとする。

※２　投資等は、次の例示のような収益性の見込まれない出資金・保証金・負担金等である。

（例）出資金・・・｢通信・放送機構｣への出資金

保証金・負担金等・・・敷金、権利金、アーケード負担金等

（２）電気通信事業固定資産等の実績 （単位：百万円）

電気通信事業固定資産 2,572,957 （Ａ）

建設仮勘定 17,905 （Ｂ）

貯蔵品 18,445 （Ｃ）

（３）繰延資産比率

備考

（１）の（Ｂ）／（（Ａ）-（Ｂ））

（４）投資等比率

備考

（１）の（Ｃ）／（（Ａ）-（Ｂ））

（５）貯蔵品比率

備考

（２）の（Ｃ）／（（Ａ）-（Ｂ））

３．他人資本比率、自己資本比率、他人資本利子率、有利子負債以外の負債の比率、有利子負債以外の負債の利子相当率、

　　利益対応税率、貸倒率

網使用料算定根拠による。

区分 区分

貯蔵品比率 0.0072

区分 区分

投資等比率 0.0011

区分 区分

繰延資産比率 0.0079

区分 期末平均残高

区分 期末平均残高
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４.自己資本利益率

（１）過去３年間のリスクの低い金融商品の平均金利の平均値

区分 2015年度 2016年度 2017年度 平均値

国債１０年ものの利回り 0.0032 0.0000 0.0006 0.0013

（２）主要企業の過去５年間の平均自己資本利益率

区分 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 平均値

主要企業の自己資本利益率 0.0819 0.0816 0.0789 0.0866 0.0956 0.0849

　　（３）料金算定に採用する自己資本利益率

　上記（１），（２）を勘案し、低い方の（１）の過去３年間のリスクの低い金融商品の平均金利の平均値を採用する

区分 採用値

自己資本利益率 0.0013
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